
「すいすいＭＯＰ工法」を活用した交差点急速立体化工事 
 

三菱・戸田異業種特定建設共同企業体 榊原正志 坂下 悟 小泉克志 高木 栄 
三菱重工鉄構エンジニアリング㈱ 正会員 ○上野慶太 

 
１． はじめに 

 東京都心部と千葉県を結ぶ幹線道路である「蔵前橋

通り」と「平和橋通り」とが交差する「たつみ橋交差点」は，

東京都内でも有数の交通渋滞交差点であり，立体交差

化による早期渋滞緩和を目的として，立体交差高架橋

「新小岩陸橋（写真-1）」が建設された．立体交差化に向

けての課題であった,現場施工日数の短縮と施工中の近

隣への影響を最小限とするため，大幅な工期短縮，施

工中の交通渋滞軽減および狭隘な施工ヤードでの施工

を可能とする，急速立体交差技術「すいすいＭＯＰ工法
1)」が採用された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 新小岩陸橋（東京都葛飾区） 

２． 工法概要 

 すいすいＭＯＰ工法は，（独）土木研究所との共同研

究をもとに，三菱重工鉄構エンジニアリング㈱と戸田建

設㈱が共同開発した急速立体交差技術である． 

本工事に適用した同工法の要素技術である，モジュ

ール桁工法 2)は，上部工の主桁張り出し部（ブラケット）

を上方に折り畳むことで，現道中央部に設けた狭隘な作

業帯幅（6.4m）での施工を可能とし，大幅な工程短縮を

実現した．また，ブラケットの所定形状への展開は，交通

量の少ない夜間などの時間帯を利用して，交通規制を

最小限に留めた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 工事概要 

全体側面図を図-1 に，橋梁部の標準断面図を図-2

に示す． 

橋   長：818.0m，総幅員：9.0m 

設計荷重：Ｂ活荷重 

大型車交通量：2245 台/日・１方向 

橋梁形式：４径間連続鋼床版箱桁ラーメン橋×２連

（52.0+70.0+70.0+83.0m）+（70.0+75.0+75.0+62.0m） 

基礎工形式：鋼管杭，場所打ちコンクリート杭 

上部工は，耐久性・耐震性・維持管理性に配慮し，さ

らに，急速施工を最大限に活かせる鋼床版箱桁と鋼製

橋脚を剛結としたラーメン構造を採用した．橋脚部の一

般部（P1,P4～P7）は単柱鋼製橋脚とし，交差点部

（P2,P3）は視距確保より歩道部に橋脚柱を設けた門型

鋼製橋脚とした．門型橋脚部のフーチングは，歩道部で

の狭隘な施工条件，輻輳した埋設物の回避および施工

日数の短縮から鋼製フーチングを採用した．また，ＬＣＣ

対策として，鋼床版の疲労耐久性に配慮し，鋼床版最

低板厚を１６mm として輪荷重による鋼床版応力の低減

を図った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 キーワード 立体交差，急速施工，工程短縮，一括架設，ブラケット展開 
連絡先 〒730-8642 広島市中区江波沖町 5 番 1 号 三菱重工鉄構エンジニアリング㈱橋梁事業本部 TEL：082-292-3146
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図-1 側面図 
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図-2 標準断面図 
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 基礎杭は，A1,P1 の場所打ちコンクリート杭にＲＣＤ（リ

バースサーキュレーション）工法，P4～P7,A2 の場所打

ちコンクリート杭にＴＢＨ（トップドライブリバース）工法を

採用した．P2,P3 の鋼管杭には，覆工下での作業を容易

とするため，油圧式全回転中掘り工法を採用し，鋼管杭

上部は，鉄筋コンクリートとの複合構造とすることで，レベ

ル２地震動に対する耐力を確保した． 

４．上部工架設要領 

 上部工の架設要領を図-3 に示す．橋脚柱を先行して

架設した後，P4 橋脚を起点に東西の順序で１径間ずつ

架設した．東側橋梁は，P4～P5,P6～A2 間の 3 径間は，

現道中央部に設けた施工ヤード内でモジュール桁工法

により地組立（写真-2）を行った後に，橋脚頭部に設け

た吊り上げ設備で一括吊上げ工法（写真-3）により架設

した．P5～P6 間は交差点上のため，トラッククレーンベン

ト工法により主桁を架設した後，モジュール桁工法でブ

ラケットを架設した．西側橋梁は，Ａ１橋台背面の施工ヤ

ードで地組立を行った後に，夜間に最小限の交通規制

を行い，移動多軸台車で架設地点まで一括移動（写真

-4）させ，東側橋梁と同様に一括吊上げ工法にて架設し

た．主桁架設完了後に，ブラケット部をモジュール桁工

法とした，A1～P2 間，P4～A2 間のブラケット展開（写真

-5）を実施し上部工架設を完了させた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．おわりに 

 新小岩陸橋は，東京都土木事業初の上下部一体の設

計・施工一括発注による技術提案型総合評価方式とし

て発注され，すいすいＭＯＰ工法を中心とした技術提案

を実現し，現場着工から施工日数109日（5.5ヶ月）という

短期間で開通することができた．また，開通後の交通量

調査で，交差点流入交通量は約７割減少し，交差点立

体化の整備効果を確認している． 

 本橋の設計・施工にあたり，多大なご指導を賜りました，

東京都建設局，東京都第五建設事務所，東京都土木

技術センターの方々をはじめ，関係各位に深く感謝いた

します． 
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図-3 架設要領図 

  

写真-2 地組状況 写真-3 一括架設状況 写真-4 一括移動状況 写真-5 ブラケット展開
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